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１． はじめに
岡山大学経済学部は，１９９１年２月に英国のエディンバラ大学文学部・社会科学部と学部間交流協定
を締結し，２０００年１２月に同協定が大学間協定に格上げされるまでの約１０年間に２３名の経済学部生を派
遣するとともに，エディンバラ大学から１５名の交換留学生を受け入れた。当該学部間交流協定に基づ
く交換留学生の派遣業務に関しては廣田・岡（２００３a）で，受入れ業務に関しては，廣田・岡（２００３
b）で詳しく述べた。しかし，廣田・岡（２００３a，２００３b）はあくまでも国際交流業務担当者としての
視点から交流協定の歴史と問題点を論じたものであり，交換留学生自身の声を十分に反映したもので
はない２。
今回の追跡調査では，岡山大学経済学部が交換留学生として派遣した卒業生に対して，エディンバ
ラ大学への留学に関する様々な情報・意見の収集を試みた。例えば，交換留学への応募を決心した段
階から出発までにどのようなことを心がけたか，留学の動機・目的は何であったか，留学目的はどの
程度達成されたか，エディンバラ大学への留学経験が人生に影響を与えているか，これから留学する
後輩へのアドバイスなどに関して，５段階評価あるいは自由記述による回答を得た。調査結果として
得られた貴重なデータは，今後本学部が国際交流を推進する際の参考資料として活用されるであろ
う。
本調査の目的は，学部間交流協定に基づいてエディンバラ大学へ派遣した本学部卒業生に対して留
学に伴う様々な問題および留学の成果を問うことにより，当該学部間交流協定の意義を再確認するこ
と，さらに集約されたデータを本学部の今後の国際化戦略に資することにある。
２． 調査方法
調査対象者は２３名の派遣学生のうち，エディンバラ大学到着直後に失踪した１名を除く２２名であ
る。いずれも卒業後数年以上が経過しており，調査対象者の現住所を確認する予備調査が必要であっ
た。２００３年６月４日付けで，春名章二経済学部長名による依頼状「エディンバラ大学留学経験者の現
１ 岡山大学留学生センター教授（留学生教育）
２ 廣田・岡（２００３a）pp．３２－３３で２名の留学体験のごく一部を紹介したにとどまる。
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住所確認に対するご協力のお願い」を調査対象者の親元へ送付し３，同年６月末日までに１６名の親元
から回答があった。
調査対象者の親元からの回答のあった１６名，および旧指導教員からの情報で連絡先が判明した１名
を加えた合計１７名に対して，同年８月４日に「エディンバラ大学留学に関するアンケート調査」と題
する記名式の調査票を郵便または電子メールで送付した。同年１１月末までに１３名から郵送または電子
メールで回答があり，回収率は調査対象者２２名の５９．１％であった。
３． 調査結果
３．１ 調査対象者の人口学的特性
  性別
回答者１３名中，男性が８名，女性が５名である。
 年齢
２０歳代前半１名，２０歳代後半５名，３０歳代前半６名，３０歳代後半１名であり，平均年齢は３０．０歳で
ある。
 卒業年度
１９９４年度３名，１９９５年度２名，１９９６年度２名，１９９７年度１名，１９９８年度２名，１９９９年度１名，２０００
年度１名，２００１年度１名である。
 職業
会社員６名（銀行員１名，公認会計士１名を含む），公務員５名（国家公務員３名，地方公務員１
名，大学教員１名を含む），学生１名，無回答１名である。
 勤務地または現住所（国内は都道府県）
東京３名，大阪２名，香川２名，岡山１名，広島１名，香港１名，オーストラリア１名，無回答２
名である。
 留学期間
第１年次（１９９１－９２）１名，第２年次（１９９２－９３）１名，第３年次（１９９３－９４）１名，第４年次
（１９９４－９５）２名，第５年次（１９９５－９６）２名，第６年次（１９９６－９７）２名，第７年次（１９９７－９８）
１名，第８年次（１９９８－９９）１名，第９年次（１９９９－００）１名，第１０年次（２０００－０１）１名であり，
学部間交流協定で派遣した合計１０回の全ての年次を網羅している。
３．２ エディンバラ到着後の英語学校への通学
「エディンバラ大学到着後，英語学校へ行きましたか」という設問に対して，「はい」が９名，「い
いえ」が４名である。通学期間は１０週間が最も長く，１３名の平均３．９週間であるが，「はい」と答えた
３ 親元の住所は，調査対象者が留学出願時に「エディンバラ大学交換留学応募用紙」に記載した家庭連絡先住所であ
る。
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９名の通学期間の平均は５．６週間である４。
３．３ 応募段階と出発直前までの段階での留学対策
出発の前年末までの応募段階と留学が決定してから出発直前までの段階で，留学に備えてどのよう
なことを心がけたかを質問した。
  応募段階
回答者全員が TOEFL対策，英会話力向上といった英語力を高める努力を行ったと述べている。具
体的な勉強方法として，ラジオ・テレビの英会話番組の利用（２名），英会話学校への通学（１名）
を記述している者もある。
４ 通学期間を「２～３週間」，「４～６週間」と回答した者については，各 ２々．５週間，５週間として処理した。
図１ 英語学校
図２ 留学対策
６５エディンバラ大学への派遣学生に対する追跡調査
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  留学決定から出発直前までの段階
２種類の記述をした者が４名いるため，英語力の向上６名，スコットランドやイギリスの文化など
に関する情報収集６名，日本に関する知識向上１名，経済学部の単位の取得１名，アルバイト１名，
特になし１名，無回答１名である。
３．４ エディンバラでの住居
「一貫して大学の寮」が７名，「一貫してフラット（民間アパート）」が３名，途中で転居した者が
３名である。途中で転居した者のうち，１名は大学の寮でトラブルがありフラットに移った。他の１
名は大学の寮に住んでいたがフラットが空いたので移った。残りの１名（男性）は，フラットのルー
ムメイトが女性ばかりであったため居心地が悪くて他のフラットへ移った。
３．５ 岡山大学の単位として振り替えた科目以外に履修した科目の有無
「ない」と回答した者が８名，「ある」と回答した者が５名である。「ある」と回答した者はいずれ
も１科目履修した。通年の政治学，統計学，計量経済学，中国語および１学期のみの経済学Ⅰであ
る。
３．６ 留学の動機・目的
留学の動機・目的の重要度を次の４項目について，「１．非常に重要」，「２．かなり重要」，「３．何とも
言えない」，「４．余り重要でない」，「５．全く重要でない」の５段階評価で回答してもらった。
 英語の習得
「非常に重要」と回答した者が８名，「かなり重要」と回答した者が５名であり，否定的な回答を
した者はいない。回答者の全てが肯定的な回答を選択しており，英語の習得が留学の動機・目的の大
きな要因となっていることが分かる。
  専門・社会科学の知識を深めること
「非常に重要」が２名，「かなり重要」が６名，「何とも言えない」が２名，「余り重要でない」３
名であり，専門・社会科学の知識を深めることを留学の動機・目的として捉えていない回答者が５名
存在する。この項目は，４項目の中で留学の動機・目的の重要度が最も低い。
 英国・スコットランド文化の体験・理解
「非常に重要」が７名，「かなり重要」が５名，「何とも言えない」が１名であり，１３名中１２名が肯
定的な回答をしており，英国やスコットランドの文化を体験し理解することが留学の動機・目的の大
きな要因であったことが分かる。
 外国人との交流
「非常に重要」と回答した者が１０名，「かなり重要」と回答した者が３名である。「非常に重要」と
回答した者が４項目中で最も多く，かつ否定的な回答をした者はいない。外国人と交流し，外国人の
友人を作ることが留学の動機・目的の非常に大きな要因になっていることが分かる。
留学の動機・目的の重要度を回答者１３名の平均値でみると，①「外国人との交流」１．２３，②「英語
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の習得」１．３８，③「英国・スコットランド文化の体験・理解」１．５４，④「専門・社会科学の知識を深
めること」２．４６の順となり，④の数値が上位３項目に比べてかなり悪い。
３．７ 留学成果に関する満足度
留学の成果に関してどの程度満足しているか，次の４項目について，「１．とても満足」，「２．ある程
度満足」，「３．何とも言えない」，「４．余り満足していない」，「５．全く満足していない」の５段階評価で
回答してもらった。
  英語の習得
「とても満足」と回答した者が７名，「ある程度満足」と回答した者が６名であり，否定的な回答
はなかった。
  専門・社会科学の知識を深めること
「とても満足」４名，「ある程度満足」５名，「何とも言えない」３名，「余り満足していない」１
名であり，成果が上がったと感じていない者が４名いる。「何とも言えない」と回答した者のうちの
１名は，その理由を「別に（留学の）目的ではなかった」と書き添えている。
 英国・スコットランド文化の体験・理解
「とても満足」が１０名，「ある程度満足」が３名であり，留学の成果としては４項目中最も高い評
価がなされている。
図３ 留学の目的・動機
図４ 留学成果に関する満足度
６７エディンバラ大学への派遣学生に対する追跡調査
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  外国人との交流
「とても満足」が９名，「ある程度満足」が３名，「何と
も言えない」が１名であり，外国人と交流し，外国人の友
人を作るという目的は概ね達成されたことが窺える。
留学の成果に関する満足度を回答者１３名の平均値でみる
と，①「英国・スコットランド文化の体験・理解」１．２３，
②「外国人との交流」１．３８，③「英語の習得」１．４６，④
「専門・社会科学の知識を深めること」２．０８の順である。
３．８ 総合的な留学満足度
総合的にみて，エディンバラ大学への留学は満足できるものであったかどうか，「１．とても満足」，
「２．ある程度満足」，「３．何とも言えない」，「４．余り満足していない」，「５．全く満足していない」の５
段階評価で回答してもらった。
「とても満足」と回答した者が１１名，「ある程度満足」と回答した者が２名であり，総合的にみた
場合，エディンバラ大学への留学はとても満足できるものであったことが分かる。
３．９ 留学中に困ったこと
留学中に困ったことやストレスを感じたことについて，１４項目から選んでもらい（複数回答可），
その内容を自由記述形式で答えてもらった。
困ったことを項目別にみると，①「ことば（英語）」１０名，②「授業内容」４名，③「住居」，「各
種手続き」各３名，⑤「習慣」２名，⑥「友人・知人がいない」，「健康・医療」，「食事」，「治安・安
全性」各１名の順である。
回答者別に困ったことの項目数でみると，５項目を挙げた者が１名，３項目が３名，２項目が４
名，１項目が４名である５。
困ったことに関する自由記述は次の通りである６。
＊ やはりつたない英語で，母国語で授業を受けている英国人と一緒に授業を受けるのは相当つらいものがあった。私
は第一期生だったので，当時は相談に乗ってくれる人（私の後に留学した方から，後で日本語を勉強する英国人が
世話係りとしてついてくれたと聞きましたので，私の後はそのようなことはなかったのかもしれませんが）がおら
ず，またその科目のチューターの先生にも自分の抱えている問題のレベルが低すぎるような気がして（その方々は
英国人の本科生の科目に関する質問に回答するのが仕事なので），相談できなかった。
＊ オフィシャルな登録関係がやや面倒。到着後１０日目に自分の不注意から盗難にあった。
＊ 留学前に準備して行ったつもりでしたが，実際に現地へ行ってみると，相手の言っていることがほとんどわから
５ 「困ったことがない」という回答を想定しなかったため，当該設問部分が空欄の１名については無回答であるか，
困ったことがないか，判断できない。
６ 自由記述は，原則無編集で全文を掲載している。
図５ 総合的な満足度
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ず，苦労しました。私の場合，現地での生活に適応できるようになるのに半年くらいかかったように思います。
＊ 【ことば】現地でもがき苦しむしかなかった。【住居】文化の違いか，寮の隣人の騒音がひどかった。【食事】寮の
食事は単調でまずい。しかし，今ではそれも良い思い出ではある。
＊ 英語を上達させようと，日本語はできるだけ使わないようにしよう，英語でなるべく考えるようにしようとした
が，日本人同士ではどうしても日本語で話してしまったり，他の日本人が，英語で会話しようとする私を敬遠して
しまったりと，なかなかスムーズに英語が上達しなかった。
＊ アクセント，なまりがスタンダードな英語とちがっているためはじめの数か月は特に苦労した。
＊ 授業の英語についていけず，ディスカッションについていけなかった。
＊ 英語力が不十分であったため，授業についていけない時もあり（特に最初のうち），友人に聞いたり復習に励んだ
が，それ程のストレスではなかった。
＊ 日本ではリスニング，スピーキング，ライティングを練習する機会がなく，専らリーディングの勉強のみだったの
で，現地の人や友人とのコミュニケーション，授業中の指示・教授などの際に困ることが多かった。リーディング
力も TOEFL６００点近くの力があった方が良いと思う。
＊ 【ことば】スコティッシュイングリッシュは慣れるまでは英語ではない。【住居】一人暮らしが中心の日本人の若
者にはプライベートのない共同生活は最初はキツイ（慣れれば楽しいが……）。【習慣】価値観の違いは大きい。た
だ，私の場合は年齢のせいかもしれません。【授業内容】英語を書くスピードが，ヨーロッパ人と比較して格段に
遅かったため，最初の３ヶ月ほどは全くついていけず，ほぼ全て，自習学習。友人ができ始めると授業は聞くこと
に専念し，聞いて理解した。ノートは友人に借りるに限る。【各種手続き】とにかく全てが遅い！まあ，それも文
化ですが，時間や〆切にきびしい日本人には，慣れるまではイライラ。
＊ 【ことば】スコティッシュのなまりがわからなかった。【友人，知人がいない】イギリス人の友人ができなかっ
た。【授業内容】エッセーで一度ひどい点を取って落ち込んだ。
図６ 留学中に困ったこと（複数回答）
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図７ 本学部よりエディンバラ大学の方が優れている
３．１０ 岡山大学経済学部と比較した場合のエディンバラ大学
岡山大学経済学部と比較した場合，「施設・設備」，「授業カリキュラム」，「教員の授業への取り組
みかた」，「学内手続き・相談への教職員の対応」の４項目に関して，エディンバラ大学の方が優れて
いるか，と質問し，「１．とてもそう思う」，「２．そう思う」，「３．何とも言えない」，「４．余りそう思わな
い」，「５．全くそう思わない」の５段階評価で回答を求めた。また，自由記述形式で「その他」の意見
を求めた。
  施設・設備の良さ
「とてもそう思う」が５名，「そう思う」が６名，「何とも言えない」が２名であり，総じて本学部
の施設・設備に比べてエディンバラ大学のほうが良いという回答である。
  授業カリキュラムの良さ
「とてもそう思う」６名，「そう思う」６名，「何とも言えない」１名であり，エディンバラ大学の
授業カリキュラムに対する評価のほうが高い。
 教員の授業への取り組みかたの良さ
「とてもそう思う」４名，「そう思う」５名，「何とも言えない」４名であり，やはりエディンバラ
大学の教員の授業への取り組み姿勢のほうが高い評価を得ている。
 学内手続き・相談への教職員の対応の良さ
「とてもそう思う」３名，「そう思う」３名，「何とも言えない」３名，「余りそう思わない」４名
であり，この項目においてのみエディンバラ大学に対する否定的な評価が存在する。
エディンバラ大学の施設，教育・事務サービス等について，回答者１３名の平均値でみると，①「授
業カリキュラムの良さ」１．６２，②「施設・設備の良さ」１．７７，③「教員の授業への取り組みかたの良
さ」２．００，④「学内手続き・相談への教職員の対応の良さ」２．６２の順であり，概ね本学部よりエディ
ンバラ大学の施設やサービスのほうが良いという結果が示されている。
３．１１ 岡山大学の英語教育と留学支援
岡山大学での英語教育や留学支援は満足できるものであったかに関して，「１．とても満足」，「２．あ
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2名 2名 5名 
2名 7名 2名 2名 
12名 1名 名 
英語教育 
留学支援 とても満足 
ある程度満足 
何とも言えない 
余り満足していない 
全く満足していない 
無回答 
る程度満足」，「３．何とも言えない」，「４．余り満足していない」，「５．全く満足していない」の５段階評
価で回答してもらうとともに，その理由を記述してもらった。
  岡山大学の英語教育
「ある程度満足」２名，「何とも言えない」７名，「余り満足していない」２名，「全く満足してい
ない」２名であり，岡山大学の英語教育に対して肯定的な回答をした者はわずか２名に過ぎず，「と
ても満足」と回答した者はいない。
自由記述欄には満足できなかった理由が「教養課程での英語の授業は，本を読むだけであまりおも
しろくなかった」，「英語を話す力を身につけさせるといった点からはあまり満足のいくものではな
かった」，「高校までの英語教育の延長である」，「英語教育の目的を留学してから使用する英語を想定
して（設定する）必要がある」などと記されている。
  岡山大学の留学支援
実質は経済学部の留学支援であるが，「とても満足」が２名，「ある程度満足」が５名，「何とも言
えない」が２名，「余り満足していない」が１名，「全く満足していない」が２名であり，回答が全て
の選択肢にまたがっている。このほかに無回答が１名ある。
今後の留学支援業務に資することを考慮し，反省材料としての否定的な意見のみを取り上げてお
く。「全く満足していない」と回答した者２名および「余り満足していない」と回答した者１名，合
計３名の自由記述は次の通りである。
① 留学決定者への補助金（AIEJ奨学金：筆者加注）の有無は決定前に明確にしておくべきだっ
た７。「多分もらえるだろう」が「くじ引きで負けた」から「出せない，自費で」ではあまりにも
ナンセンス。その他は特に何もない。
② 留学手続き書類の記入方法がわからなかった。留学するまで手続き等の流れがわからなかっ
た。エディンバラ大学の授業内容，生活方法がわからなかった。総てにおいて情報がなさすぎ
た。
７ 交換留学選考会は１２月中旬であるが，AIEJ奨学金の選考会は翌年の１月下旬に留学生課で実施された。学部間交流
協定に基づいて学生を派遣する文・教育・経済・工学部などの担当者が「くじ」を引き，奨学金受給候補者の優先順位
を決定した。
図８ 岡山大学の支援体制
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③ 年末の決定以来，春まで一切指導がなく，不安だった。知らないうちに文部省派遣者になって
おり，とにかく説明不十分だった。
３．１２ 留学経験が人生に与える影響
エディンバラ大学への留学経験があなたの人生に影響を与えていると思いますかという設問に対し
て，「１．とてもそう思う」，「２．そう思う」，「３．何とも言えない」，「４．そう思わない」，「５．全くそう思
わない」の５段階評価で回答を求め，かつそのように判断した理由を自由記述形式で答えてもらっ
た。
５段階評価による回答は，「とてもそう思う」が１１名，「そう思う」２名であり，１３名全員が，エ
ディンバラ大学への留学が自分の人生に何らかの影響を与えていると回答している。
自由記述は次の通りである。
＊ 留学によって日本だけにしばられない国際感覚を習得できた。留学時代は勉学に関してまじめだったとは言いがた
いが，様々な国の人と知り合い，話し合うことで，視野が広くなった。英語に関しては，外国で生きていくうえで
最低条件。外国生活が７年目に突入したが，コミュニケーションで本当に困ったことはない。また大学卒業後には
北京語も習得して，現在は銀行内で，顧客が中国に進出する際のコンサルティング業務を担当している。
＊ 現在の勤務先でも同様のプログラムを作れるように微力でも努めていきたいと願っている。
＊ 将来何らかのかたちで国際交流に携わっていけたらと考えています。エディンバラ大学へ留学したことで国際交流
に関心を持つようになり，留学経験が私の人生にも大きな影響を与えているように思います。
＊ 留学経験がもとになり，現在の外資系監査法人で働くことを目指すようになりました。何より，ものの見方が広く
なり，情報量が格段に増えたと思います。海外で生活すると，日本の限られた環境の狭さに痛感させられます。
＊ 英語力に非常に自信がもてるようになった。エディンバラ大学へ留学したということを自分のアピールポイントと
してどのような場でも（例えば，就職面接等）主張することができた。現在の職場でも，英語に関する仕事は自信
をもって取り組めている。
＊ 語学や異文化に対応する能力が向上し，社会人となってから，これらの能力が実務に役立っている。また，現在，
米国でMBAを取得するために勉強しているが，このきっかけを与えてくれたのもエディンバラ大学の留学経験か
らきているものである。
＊ 現在の仕事（海外業務）を希望した根源はエジンバラでの人との出会いや経験である。世界各地の友人とのつなが
りやそれぞれの活躍が多大な影響をあたえていると思う。
＊ まず，留学という夢を叶えたこと。自分なりに努力してきて良かったと思えた。同時に，もっと努力しないといけ
ない，そして，次の夢を叶えてやろうという気持ちになれたことが大きいと思う。
＊ 国際性というと大袈裟ですが，海外の人々と恥しがらずに話せる度胸や他の文化を理解し視野の広さを身につけた
と思います。その後の仕事に大きく役立っています。
＊ 留学を通して日本を外から見ることにより，日本の良さを発見したり，再認識することができた。海外の学生は日
本の学生よりもバイタリティーに溢れていた。日本はこのままでは世界の競争について行けないという危機感を得
た。「自分は日本という国がとても好きなんだ」という思いから，日本の将来が明るいものであるために，自分に
できることを一生懸命取り組む思いが強まった。
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＊ 自身のモットーが“経験”であり，エディンバラでの１年は，とても“貴重な経験”となった。また，年齢を経て
からの留学であったため，強い意志を持って生活し，全てに取り組めたことも非常に大きかった。プライベートに
おいては，地元エジンバラ在住の友人たちとの付き合いがまだ続いており，ハネムーン中にも熱烈歓迎を受けた。
さらには，世界各国の友人ができたことも貴重。
＊ いろんな事に対して考え方が変わった。特に，年齢に関係なく大学で勉強している人が多いので，やりたいことを
始めるのはいつからでも遅くないと実感した。今の会社で海外事業部に配属されたり，先輩より先にドイツ研修に
行かせてもらえたりした。
３．１３ 留学を希望する学生へのアドバイス
現在，経済学部では短期留学制度を利用して１０校を超える欧米の大学への留学の機会が開かれてお
り，これから留学を希望する学生へのアドバイスを自由記述形式で求めた。
自由記述は次の通りである。
＊ やはり，英語は日本で大学生活を送るだけ，日本で英語学校に行くだけでは習得は非常に困難というのが私がいろ
いろな人と知り合った後にわかったことです。海外でばりばり働いている日本人の大半が，留学経験ありです。つ
きなみですが，学生時代の自由な時に留学したことは，私の現在のキャリアに大きく役立っています。皆様が，楽
しく有意義な留学生活を送られるようにお祈りします。
＊ とにかく，現地の学生と接触すること。良い友人が出来ればそれだけで留学生活はがらりと変わります。
＊ 少しでもいいので留学前に英語を勉強しておいたほうがいいように思います。留学してからは友達をつくって留学
生活をエンジョイしてください。
＊ 最初は言葉が分からない苦痛に悩むと思います。しかし，語学力そのものよりも英語で身に付けた物の考え方や，
様々な国の学生たちとコミュニケーションをするよろこびの方が，はるかに成果として大きかったと思います。語
学自体を目標にするのではなく，英語で何をしたいのかという目標を持っておくことが大切だと思います。
＊ エジンバラ大学留学では，スコットランドの歴史や文化に触れるとともに，世界各国から集まる留学生との交流を
通して，大変貴重な体験をさせていただきました。不安に感じることもあると思いますが勇気を出してどんどん挑
戦してほしいと思います。
＊ 「留学」という言葉は聞こえはいいですが，決して毎日が楽しく充実しているものではありません。今までとは全
く異なる環境の中での生活，自分の言いたいことがなかなか伝えられない等の言葉の壁等様々な困難が立ちはだか
ります。しかし，そうした留学生活の中で得る知識，友人等は今後の人生の中できっと大きな意味をもってきま
す。また，国際化が一層進んでいる今，英語を使いこなせるということが今後の人生において必ず役に立つ時がき
ます。留学には多少の不安はつきものですが，それを恐れずどんどん挑戦していってほしいものです。必ず留学し
てよかったと思う日がきますから。
＊ 何事にも恐れず果敢にチャレンジして下さい。日本人同志でかたまって生活することなく広く人脈をもって下さ
い。若い皆さんにとって海外での生活は今後の生活にプラスの効果をもたらすことでしょう。
＊ 就職活動とぶつからないように２～３年の間に行くのが望ましい。日本の学生は就職活動のため他の国の学生より
２～３ヶ月早く帰国するケースが目立った。留学生の間で日本人は何をしに来たのか？という印象を与えていた。
＊ 少しでも留学を希望する気持ちがあるのなら，この機会を逃す手はない。ガイジンになる経験は一生の宝物になる
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ことまちがいない。
＊ 英語，勉強に頑張ることはもちろんですが，心をオープンにして恥しがらずにいろんな人々と話すようにして下さ
い。欧米人にとって日本人はやはりまだ不思議な存在です。自らの文化や日本の特性（良い点，悪い点）を意識し
てみて下さい。
＊ 英語力の大切さは言うまでもないが，私はそれ以前に，日本の文化や国などについて知っていることが大切だと思
う。日本人というアイデンティティを確立していなければ友人も作りにくいと思う。私が出会った海外の友人は
皆，自分の国について誇りをもっていた。幸い，私は大学で空手道部に所属していたので，空手を通して自己をア
ピールし，友人を作ることができた。そしてエディンバラの空手道部に所属したことにより，私の留学生活は真に
充実したものになった。これから留学する皆様には，日本文化を身につけ，向こうで発揮できる場を得ることを強
くすすめる。
＊ まわりに流されずに強い意志をもって，目標・目的の達成を目指すこと。何かを犠牲にせざるを得ないときもある
かもしれないが，切符さえ手にすれば，あとは挑戦する勇気と好奇心があれば十分。ただし，何かに偏向しすぎて
バランス感覚を失わないように。最後に，留学するなら親に頼らず，自分でお金を貯めましょう。なぜなら，自費
で来ている人と誰かに頼っている人では，明らかに「本気度」が違う印象を受けたから。
＊ 留学前の準備，特に英語の勉強は早めに始める。むこうで単位が取れると自信につながるので，行ったら勉強には
力を入れるべき。語学学校はあまり役に立たない。現地の生活に慣れるためにはいいかも。
４． 考 察
回答者全員がエディンバラ大学への留学は総合的にみて満足できるものであったとしていることか
ら学部間交流協定の派遣事業は一応の成果を収めたものと判断される。
亀高（２００４）の指摘通り，本学の学生が英語圏の大学へ留学を考える場合，最も大きな問題となる
のは英語力の低さである。エディンバラ大学側が少なくとも TOEFL５５０点以上の学生を派遣してほし
いと要望していたにもかかわらず，学部間交流協定期間中に派遣した本学部生の中で，応募段階で５５０
点以上を取得した者は４名に過ぎず，派遣学生の平均点は５２７．２点に過ぎなかった８。
本調査結果から，応募段階では回答者全員が，留学決定後から出発直前までは約半数が英語力の向
上に努めていたことが分かった。また，エディンバラ到着後も約７割が英語学校に平均して５～６週
間通い，「話す・聞く」といった能力を高めようとした。こうした努力があったにもかかわらず，留
学中に困ったことに関しても「ことば（英語）」と回答した者が約８割と最も多かったことから英語
力の問題が看過できないものであることが分かる。岡山大学の英語教育に満足していると回答した者
が２割に満たないことから，教養教育科目として開講されている英語の授業が留学を志す学生の英語
力向上に余り役立っていなかったことが明らかになった。
留学の動機・目的に関しては，外国人との交流，英国・スコットランド文化の体験・理解といった
異文化体験・理解・交流および英語の習得を重要であると認識しているが，専門・社会科学の知識を
８ 廣田・岡（２００３a）p．２７。
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深めることは相対的に重要度が低い。留学成果の満足度に関しても同様に，異文化体験・理解・交流
および英語の習得の満足度は高いが専門・社会科学の知識を深めることの満足度は相対的に低い。
エディンバラ大学交換学生選考委員会（のちに経済学部留学生委員会）は，春に開催した交換留学
説明会および１２月に開催した交換留学生選考会において，単なる語学留学ではなく社会科学の勉強を
目的とした留学であるという本学部の基本的な見解を応募者に伝えた。しかし，留学のための英語力
の基準として課される TOEFL５５０点というスコアも学部の授業を受講するには最低限のレベルであ
り，留学前はほとんどの学生がそのスコアに達することのみに専念して勉強していたことを考慮する
と，この段階の英語力で，また，アカデミックスキルと言われる英語でのライティングやディスカッ
ション，プレゼンテーションなどの技術を習得する機会なしに，専門の授業を理解し，授業内容を習
得することには多少の無理があることは否めない。したがって，専門・社会科学の知識を深めること
に関する留学の動機・目的あるいは満足度が相対的に低かったことをマイナス評価するのではなく，
本学部の期待に応えるべく現地で頑張った者が存在したこと自体をプラス評価すべきであろう。
エディンバラ大学と本学部を比較した場合，学内手続き・相談への教職員の対応といった支援サー
ビスを除いて，施設・設備，授業カリキュラム，教員の授業への取り組み姿勢はエディンバラ大学の
ほうが良いとの結果が示された。この調査結果は，施設・設備といった予算措置の必要なハード部分
はともかくとして，授業カリキュラムや教員の授業への取り組み姿勢といったソフト部分の改善の必
要性を示唆している。
経済学部の留学支援体制が不十分であったことは否めない。長期に渡って派遣業務を担当した者に
欧米への留学経験がなく適切なアドバイスを与えられなかった。交換留学生として本学部に在籍中の
エディンバラ大学生および留学を終えて帰国した先輩学生から情報を収集するように勧めたが，派遣
業務担当者からの情報不足に不満が残ったようである。
回答者の全員がエディンバラ大学への経験が自らの人生に影響を与えていると判断している。「英
語の成果」に対する満足度は低くはなかったが，「留学経験が人生に与える影響」における自由記述
の中で，直接「語学」の向上について言及した者は３名である。これに比して，ほとんどの者が視野
の広がり，交流の広がり，異なる文化や価値観との出会いについて触れており，そうした経験を通し
て自分に自信を持つことができたという強い思いが記述内容から読みとれる。
メルボルンの日本国総領事館あるいは某銀行の香港支店に勤務している者は言うまでもなく，国内
で働いている者の中にも，外資系の監査法人，市役所の国際交流部門，企業の海外事業部で活躍して
いる者がいる。また，勤務の傍らで米国のMBA取得を目指して勉強中の者，国家公務員（Ⅰ種合
格）として世界を視野に入れた仕事をしている者，博士号を取得して着実に研究者の道を歩んでいる
者も存在する。さらには，首都圏の大学で再び学生生活を送っている者もいる。回答者１３名の卒業後
の進路は様々であるが，エディンバラ大学への留学で得た自信が彼らの人生にプラスの影響を及ぼし
ていることは疑いの余地がない。
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５． 結 び
２００４年度に EPOK派遣事業で海外の協定大学に派遣される学生は１９名であるが９，そのうちの６名
が経済学部生であり，本学１１学部の中で派遣者数が最も多い。また，２００４年秋には韓国の江原大学校
経営大学との学部間交流協定に基づく交換留学が始まる。すでに派遣学生の選考が終わり，２名の派
遣候補者が確定している。
経済学部では，学部生の英語力の向上および国際化の推進を視野に入れ，２００３年度に独自に英語科
目「経済実用英語」を開講した。また，近年は学部を挙げて積極的に TOEICの受験を学生に奨励し
ている。こうした努力が本学部生の国際化への関心を高め，英語力の向上に寄与しており，その結
果，EPOK派遣留学への応募者・選抜者が他学部に比べて多かったものと推察される。
さらに，こうした流れを支援すべく，２００４年度からは留学中に必要な英語のスキルを習得すること
も視野に入れ，より高度な英語力養成をめざした「経済実用英語Ⅱ」も開講されている。
本調査の目的は，エディンバラ大学へ派遣した経済学部生の意見を集約し明らかにすることに加え
て，本学部の国際化・国際交流の推進に資することである。留学の動機・目的の重要度，留学成果の
満足度，留学中のストレス，派遣業務の在り方等に関する調査項目の回答結果は，今後の交換留学生
の派遣に当たって参考にすべき点を示唆している。
また，これから留学を希望する後輩学生へのアドバイスは大変貴重なものであり，全てを取り上げ
第三章で紹介した。経済学部の学生の中には海外留学を希望しながらも，ひとつの「夢」として実現
は難しいと考えている学生も少なくない。勇気をもって挑戦し，困難を克服していくことにより，そ
の苦労に余りある成果が自身の人生にもたらされるという諸先輩のアドバイスに刺激を受け，より多
くの学生に「留学」を実現させてほしいと考える。
参 考 文 献
亀高鉄雄（２００４）「短期留学プログラムによる派遣業務に関する一考察 岡山大学４か年の実績を踏まえて 」『岡山
大学留学生センター紀要』第１１号，pp．１３－３０．
廣田陽子・岡益巳（２００３a）「エディンバラ大学との学部間交流の歴史 交流協定締結の経緯と派遣業務を中心に 」
『岡山大学経済学会雑誌』第３５巻第１号，pp．１９－３４．
廣田陽子・岡益巳（２００３b）「エディンバラ大学との学部間交流の歴史 受入れ業務を中心に 」『岡山大学経済学会
雑誌』第３５巻第２号，pp．３７－５２．
９ EPOK（English Program Okayama University）は，短期留学推進制度に基づく岡山大学と海外協定校との交流事業であ
る。２００４年度の派遣者数は亀高（２００４）による。
廣 田 陽 子・岡 益 巳７６
－７６－
【調査資料】
エディンバラ大学留学に関するアンケート調査
１．お名前： ２．年齢： 歳 ３．卒業年月： 年 月
４．職業：
５．勤務先名称／所在地： ／ （都・道・府・県）
６．留学期間： 年 月（上・中・下）旬 ～ 翌年 月（上・中・下）旬
７．エディンバラ到着後，英語学校へ行きましたか。
１ はい → 週間通学した ２ いいえ
８．  応募の段階（出発の前年末まで）， 留学決定後から出発直前までの期間，留学に備えてどのようなことを心が
けましたか。

 
９．エディンバラでの住居は大学の寮でしたか，それともフラットでしたか。また，途中で引っ越した方はその理由をお
書き下さい。
１ 一貫して大学の寮 ２ 一貫してフラット
３ （ ）月に（寮・フラット）から（寮・フラット）へ引っ越した。
→ 理由：
１０．岡山大学の単位として振り替えを申請した科目以外で，エディンバラ大学で履修した科目がありますか。
 １ ある ２ ない
  「ある」と答えた方に伺います。履修期間と科目名についてお答え下さい。
（例：１学期のみ「○○○」，２・３学期「○○○」，通年「○○○」）
１１．次の項目は，留学の動機・目的としてどのくらい重要でしたか。次の各項目の１～５から一つ選び，その番号を○で
囲んで下さい。
非常に重要 かなり重要 何とも言えない 余り重要でない 全く重要でない
 英語を習得すること １ ２ ３ ４ ５
  専門あるいは社会科学
の知識を深めること １ ２ ３ ４ ５
 英国およびスコットラ
ンドの文化を体験し，
理解を深めること
１ ２ ３ ４ ５
 色々な人と交流した
り，外国人の友人を
作ったりすること
１ ２ ３ ４ ５
１２．留学の成果に関して，どの程度満足していますか。次の各項目の１～５から一つ選び，その番号を○で囲んで下さ
い。
とても満足 ある程度満足 何とも言えない 余り満足していない
全く
満足していない
 英語を習得すること １ ２ ３ ４ ５
  専門あるいは社会科学
の知識を深めること １ ２ ３ ４ ５
 英国およびスコットラ
ンドの文化を体験し，
理解を深めること
１ ２ ３ ４ ５
 色々な人と交流した
り，外国人の友人を
作ったりすること
１ ２ ３ ４ ５
７７エディンバラ大学への派遣学生に対する追跡調査
－７７－
１３．総合的にみて，エディンバラ大学への留学は満足できるものでしたか。１～５から一つ選び，番号を○で囲んで下さ
い。
とても満足 ある程度満足 何とも言えない 余り満足していない
全く
満足していない
１ ２ ３ ４ ５
１４．留学中に困ったことやストレスを感じたことのある項目を選び，その番号を○で囲んで下さい。いくつ選んでも構い
ません。また，その内容を具体的にお書き下さい。
①ことば（英語）・②生活費・③住居・④友人，知人がいない・⑤相談する人がいない・⑥健康，医療・⑦食事・⑧
習慣・⑨授業内容・⑩各種手続き・⑪気候・⑫治安，安全性・⑬アルバイト・⑭その他
内容：
１５．岡山大学経済学部と比較した場合，エディンバラ大学はどうでしたか。次の各項目の１～５から一つ選び，その番号
を○で囲んで下さい。
とてもそう思う そう思う 何とも言えない 余りそう思わない
全く
そう思わない
  施設・設備がすぐれて
いる。 １ ２ ３ ４ ５
  授業のカリキュラムが
きちんとしている。 １ ２ ３ ４ ５
 教員の授業に対する取
り組みかたが熱心であ
る。
１ ２ ３ ４ ５
 学内の手続きや相談事
の際に，教員や事務職
員の対応が親切であ
る。
１ ２ ３ ４ ５
 その他なにかありまし
たらお書き下さい。
１６．岡山大学での①英語教育や②留学支援は満足できるものでしたか。次の項目の１～５から一つ選び，その番号を○で
囲んで下さい。また，そう考える理由を具体的にお書き下さい。
とても満足 ある程度満足 何とも言えない 余り満足していない
全く
満足していない
① 英語教育 １ ２ ３ ４ ５
理由：
② 留学支援 １ ２ ３ ４ ５
理由：
１７．エディンバラ大学への留学経験があなたの人生に影響を与えていると思いますか。１～５から一つ選び，番号を○で
囲んで下さい。また，そう考える理由を具体的にお書き下さい。
とてもそう思う そう思う 何とも言えない そう思わない 全くそう思わない
１ ２ ３ ４ ５
理由：
１８．現在，経済学部では短期留学制度を利用して，エディンバラ大学をはじめとする欧米系１２校の大学への留学の機会が
開かれています。これから留学を希望する学生にアドバイスがあればお書き下さい。
廣 田 陽 子・岡 益 巳７８
－７８－
A Survey of graduates who were sent to
the University of Edinburgh on the Student Exchange Programme
Yoko Hirota and Masumi Oka
From 1991 to 2000, 23 students were sent to the University of Edinburgh from the Faculty of Economics,
Okayama University on the student exchange programme. The purpose of this study is to learn more about these
students and utilize the information from them to enhance the system and the procedure for sending students
abroad in the Faculty of Economics. Questions about their preparation before leaving Japan, their purposes, their
satisfaction with their experiences in Edinburgh, the effect of studying abroad on their life, their advice for
prospective students and so on, were addressed through a survey of these graduates during 2003. About 60%
responded to the survey.
７９エディンバラ大学への派遣学生に対する追跡調査
－７９－
